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内容の要旨および審査の結果の要旨
生体内での止血機構に重要な役割を果たす血小板凝集にはフィプリノゲン（Fbgn)をはじめいく
つかの接着性蛋白が関与することが知られているが、その詳細については不明である。
本論文の目的は、血中に比較的豊富に存在する接着性蛋白である血漿フィプロネクチン（Ｐ－ＦＮ）
の血小板凝集における意義を検討することであり、ヒト洗浄血小板のアデノシン５，－二リン酸
（ＡＤＰ）凝集に対するＰ－ＦＮの影響について検討した。あらかじめＡＤＰ凝集が生じること
を確認した条件（Ｆｂｇｎｌ４３似g/tnl、ＡＤＰ１０’Ｍ）でＰ－ＦＮを0-600’9/ｍｌの範囲で添加する
と、Ｐ－ＦＮの用量依存性に二次凝集の発現は遅延し、600’9/ｍｌの添加によりその二次凝集は完
全に抑制された。またＰ－ＦＮ濃度を７２０’9/ｍｌと一定にしてFbgn濃度を143-920luIg/ｍｌの範
・囲で変化させたところ、Ｐ－ＦＮは低濃度のFbgn存在下でのＡＤＰ凝集に対してより強い抑制効
果を示した。Ｐ－ＦＮとFbgnの濃度を一定としてＡＤＰ濃度を６７座Ｍ－２５’Ｍと変化させた場合
は、Ｐ－ＦＮは低濃度のＡＤＰ刺激による血小板凝集に対してより強い抑制効果を示した。ｐ－
ＦＮが二次凝集を抑制した条件では、放出反応も明らかに抑制されていた。しかし、いずれの実
験においてもＰ－ＦＮは一次凝集にはほとんど影響を及ぼさなかった。
以上の実験結果およびＰ－ＦＮとFbgnの親和性を高くした条件においても凝集抑制に変化がな
かったこと、今回の実験条件では両者の親和性は非常に低いことにより、Ｐ－ＦＮはＡＤＰによ
って正常に刺激された血小板とＦｂｇｎとの結合を血小板に作用することによって阻害し、凝集を抑
制していることが示唆された。今回の実験で二次凝集が完全に抑制されたときのＰ－ＦＮおよび
Ｆｂｇｎの濃度は血漿中濃度と比較してそれぞれ２倍、２０分の１，であり生理的濃度との相違があ
る。しかし、Ｐ－ＦＮは低濃度のＡＤＰ刺激にて惹起された凝集反応に対してより強い抑制効果
を示しており、また生体内において血小板が刺激として受けるＡＤＰ濃度は今回の実験条件に比
べて著しく低いことより、Ｐ－ＦＮは低濃度のＡＤＰにより刺激された血小板を凝集までいたら
しめず、凝集が過度に進展することを防ぐ調節因子としての生理作用をもつ可能性が示唆された。
以上、本研究は、血液学の分野に新しい知見をもたらした労作と評価された。
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